
防災区民組織が活動するにあたって、必要な知識を習得するためのコースです。

講師が地域に出張またはオンラインで、地域の実情に応じた研修を実施します。

普段行っている会議や訓練と併せての実施が可能ですので、是非ご活用ください。

◆ どのメニューに申し込めばいいか分からない場合は、ご相談ください。

◆ 内容のアレンジを希望する場合は、申込書の『⑤．講義に関する要望』欄に必

ずその旨と具体的な内容を記入した上で、直接運営事業者と調整してくださ

い。内容によってはご対応できない場合もあります。

◆ 現地で体験を行うメニューについては、事前に運営事業者が伺って、研修内

容の説明・調整を行うことがありあます。

主 催 ： 品川区防災課啓発・支援係 （電話：03-5742-6696）

運営事業者 ： 株式会社サイエンスクラフト

別紙１

ホームページ

https://bousaigakkou.city.shinagawa.tokyho.jp/

facebook

https://www.facebook.com/shinagawa.bousaigakkou/

FAX：03-6380-9064電 話：03-6380-9062

留 意 事 項

は、

区民の皆さま、防災区民組織、事業者のための学校です。

様々な講義や体験を通じて、防災に関する知識や技術の習得を図り、

しながわの地域防災力を向上させる人材として、

「しながわ防災リーダー」を育成します。



No テーマ メニュー 概 要 形式 時間

１

災害による
被害や影響と
備えの基本を

学ぶ

地域の災害を知る
（地震・風水害）

災害（地震・風水害）の被害と影響、
日頃からの備えについて学ぶ

講義 １時間

２
首都直下地震に

備える

首都直下地震時の被害と影響、避
難の考え方（避難場所、経路等）、日頃
からの備えについて学ぶ

講義
＋

ワーク
1.5時間

３
大雨や台風による
浸水害からの
避難と備え

風水害発生前後の被害と影響、避
難の考え方（避難場所、経路等）、日頃
からの備えについて学ぶ

講義
＋

ワーク
1.5時間

４

居住特性や
地域特性に
応じた

防災対策に
ついて学ぶ

マンションの
防災対策

高層マンション特有の災害時の被
害や影響、日頃からの備えについ
て学ぶ

講義
＋

ワーク
1.5時間

５
木造密集地域の
防災対策

木造密集地域特有の災害時の被害
や影響、日頃からの備えについて
学ぶ

講義
＋

ワーク
1.5時間

６
津波避難

ワークショップ

津波の特性、避難方法や避難の留
意事項を学び、今後取り組むべき
ことについて考える

講義
＋

ワーク
1.5時間

７
これから
防災活動を
はじめる

地域の防災活動を
始めるための
基礎研修

地域の防災力向上に向けて、現在
の取り組みを整理し、今後の取り
組みについて考える

講義
＋

ワーク
２時間

８
防災の視点から見た
地域の強み・弱み
マップづくり

防災の視点から地域を再確認し、
防災上の強み・弱みをマップへの
整理を通じて理解する

講義
＋

ワーク
2.5時間

９

災害対応に
ついて学び
必要なスキル
について
身につける

被災者の実体験から
災害対応を学ぶ

過去の災害の被災者による「語り
部」動画を視聴し、具体的なイメー
ジを身につける

講義
＋

ワーク
２時間

10
地域の安否確認
ルールづくり

安否確認の必要性や手法について、
先進事例から学び、現状と今後の
取り組みを検討する

講義
＋

ワーク
2.5時間

11

避難行動要支援者
避難誘導

ワークショップ
（基礎編）

避難行動要支援者の避難誘導（避
難支援）の方法や留意事項につい
て避難誘導の体験を通じて実践的
に学ぶ

講義
＋

ワーク
2.5時間

12

避難行動要支援者
避難誘導

ワークショップ
（実践編）

避難行動要支援者に対する地域の
組織的な対応の方法と留意事項に
ついて避難誘導の対応訓練を通じ
て実践的に学ぶ

講義
＋

ワーク
３時間

13

避難所運営に
ついて学ぶ

避難所開設・運営
イメージゲーム

地域の避難所を確認し、多様な避
難者への対応や配慮すべきことに
ついてゲーム感覚で学ぶ

講義
＋

ワーク
2.5時間

14
避難所運営
ルールの検討

避難所に関する過去の課題・教訓
を学び、地域の避難所開設・運営
時のルール等の改善の方向性につ
いて検討する

講義
＋

ワーク
３時間

実施期間 令和５年６月17日（土）から令和５年10月31日（火）まで

実施時間 平 日 ：午前９時３０分～午後８時

土日・祝祭日：午前９時３０分～午後５時

※ 事前準備のため、実施の１時間前から会場を使用いたします。

定 員 ２０～５０名程度

開催形式 下記の方法をご用意しています。

①【集合型研修】
町会・自治会館や区民集会所等、申込団体が手配した会場に講師が伺い、参加者
と対面で実施します。

②【完全オンライン研修】
講師も参加者もそれぞれの自宅等からパソコン・タブレットで参加します。

③【ハイブリット型研修】
講師やオンライン研修が可能な方は自宅等から参加し、難しい方は申込団体が
手配した会場に集まりスクリーン等を通じて参加します。

防災区民組織（防災協議会単位・避難所単位での申し込みも可能です）
※ 応募多数の場合は、抽選となります。抽選結果は６月上旬までに事務局よりお知らせします。

申 込 開催可否の
通知※1

運営事業者と
事前調整※2 実 施

研修までの流れ

対 象

実 施 概 要

メニュー 一覧

※1 開催可否の通知は、６月上旬までに事務局よりご連絡いたします。

※2 事前調整は、電話・メール・FAXにより実施いたします。

メニューはオンラインも実施可能

※Zoomを使用しますので、インターネットにアクセス可能かつ Zoom のインストールが
可能なパソコンやタブレット等が必要です。通信環境は参加者ご自身でご用意くださ
い。参加にかかる通信費などは、参加者の負担となります。オンライン研修は講義時間
が短くなる場合もあります。パソコン・タブレットの貸し出しについては台数によっては
可能です。ご相談ください。

※会場の確保および会場との研修当日までの連絡調整は、申込団体が実施してく
ださい。ワークを実施するメニューの場合、会場の机をグループ形式のレイアウト
で研修を実施いたしますので机の確保をお願いいたします。

「被災者の実体験から災害対応を学ぶ」をリニューアルしました！

過去の地震災害の被災体験者の方が当時の様子や対応について振り返る動画の上映会を行った
後に、参加者同士のワークショップで学んだことや教訓を共有することで、災害に対する具体的な
イメージをつけることができます。
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